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借る水曜日の午後
零「こないだば、えらい見幕だっアこネー」
二人「こうして？」
霧i新時代の迷信だ』なんて一ちこ嚴しい
　じく）ないカ“？」
主「やア、あれか？　あれにば僕も實ば驚い
　7：よ！！」
薯「何？　君も鴬い六εば？」
二圭：　「まあ聞いてくれ。前の水曜日2）夕亥囁iごつ
　すご。僕が大學から宅に藍って、室で二四な
　で見てみる蒔だつた○突然、M新聞の記者
　芒言ふ名刺か持つ力男がやって覧てネ、ち
　よっt急に御目にか、りナこいビ謂ふんだ。」
霧「フム」
童「そこで、會って見ろご、『只今、本抵か
　ら’Lk舌カミカ’sつ一て來’て、是夢陰、ラ転生に御意
　見な伺って呉1■　t言って謬りまし7：もので
　ずから』S言ふんだ。それで『何ですか？』
　t聞くビ、『アメリカから來た電報なので
　すカ㌔それに、米國のB博士の獲表するミ
　ころによれば、今年ぱ太陽の二二εプユク
　ナー週期書の隔係でs：夏の暑さミいふもの
　が覗匡れす、全く、夏の無い年だ亡レ・ふ読旭
　鰻表しt：　tいふのでずが一之れに封ずろ
　元生の御意見は如何でぜう』ミいふんだ。
　僕ば『叉イ列のや）つだナ』t思ってネ………o
霧「フム」
霊「・…・…・『いけないよn其んな電報に！」ビ
　先づ言つ7こわけサ」
審「フ、、、、」
主「『そんなナこちの電報が来國から來ろのは
　之れで幾度目だ書思ふんです？　昨年の春
　以來、8．ても一々㌃えて居られないぼごで
　すよ。そし曹てあなすこの耐＝の記者力鎚箕の度毎
　に僕の所に來られるものだから、関iいつ
　も同じ回目繰り返：してみろのです。まア、
　枇へ露って、少し古い新聞た調べて由緒。サ
　ンデイ○○にも僕ぱ一二度そんな事為書き
　ましすごヨ、昨年の夏頃に。一ビにかく、
　太陽の黒鮎宣いふもの（t、現に此の頃可な
　り澤山硯にれてはみるカ㍉あれば純粋に太
　防の上での事件であって、直接この地球世
　界に影響ミいふものば無いのです。イヤ、
　全く無いtに言ひ切れないかも知れないが
　ビにかく、太陽黒黙ば太陽の表面で電氣為
　箒ぴ糞ガスが大きな旋回蓮動たして、其結
　果、急なリ大きな磁石性た現はしてみろの
　です。それに、多少の電波や電氣そのものな
　聚射してみるらしいのです。だから、強いて
　言へば、電氣や州庁に噛し7こ事についてit
　Skの太陽黒黒占が地球に影響すろこ亡ぱあvj
　ます。例へば太陽黒黙が現ばれナこがれめに、
　地球上の磁石の針が多少狂つ’たり、叉、北
　の方でばオーロ・…ラが現ばれナこk）するこ定
　に確かです。現に昨年から世界各地で度々
　磁氣嵐ぱ二見淡岨され’てるうし、叉、珍らしい7ト
　ーローラも昨年末から欧洲や米國でば度々
　見えてゐます。一一しかし言ぱS“軍1：；其れ
　だけなのです。尤も穿れが今少しひごくな
　れば有線記聞の電信ap電話か著しく妨害す
　るPうな事も起，つ一て來ます。そんな事ば一1一
　年も前から度々レコードがあろこSです。
　しかし、かうし7こ電磁氣自㌻の現象ゐ9除いて、
　太陽黒黙が直接地球上の天聴潜支配するミ
　いふreうな事匡紹醤に無いのです。一絶
　tWSV’ふのは少し言ひ過ぎかも知れないが
　ミにかく、大きな宇宙た支観する太陽でば
　あるけれご、其：の黒黙が地球の凹型に影響
　するか如何かεいふご亡ほ今でに殆んで確
　かな謹橡が無いのでVo實に此の問題につ
　いてに、決して新しい問題でなく、数十年
　以前から學者間にば種々諭争が行にれてる
　ろのです○それにも拘らす、要するに未決
　の問題で、決して経れ幽翠界以外の一般社
　會に獲表すろ亡ころまで濫んでみないので
　す。之れほごあgeふやな未決の問題である
　のだから學者相互の充分な討論や意見の一
　致秘見ないま～の可なり無責任な學説を、
　學者が一般砒會に公表すろEいふ；定に誠
　につyしむべきこ定でs覧る意味から言へ
　〔六二へて一種の迷信た工めろ・Pうなもの
　です………』」
嚢「それ・だナ？！j
主「『要するに、責任な知る者ii、學者でも
　新聞でも皆こうし歪事情をわきまえて、蝕
　り馬鹿騒ぎかさぜないJ〈［）うにしなければな
　らない』tいつ71“pうな事か言ってやつfこ
　のさ」
霧「そして融戸のS氏の言菓な君ぱ何ε批評
　しれのだ？一1
圭「S氏の事に何も知らなv、さoZ’（iあ2）薪
或る水曜日の午後 365／
　聞諦事な見て、僕がS氏の説な批難してゐ
　る亡思つ7：のか？」
i客「現に左回書いてあるぢや無いか？」
主「冗談ぢや無いよ！1！　S氏の設なんか全く
　僕匡知らないよ！！1「一一なるほざ、あの新聞
　記事を輕9一に護めば、S氏定僕Sが互ひに
　異f見？5e吐いてみろやうに見えるかも知れな
　い。しかし、も一度、よく讃んで見給へoS
　氏S僕Eば全く無關係なんだ。それで僕が
　想像すうんだがネ。實ば、あの日、同じ時
　刻にM肚の別の記者が叉同じアメリカ電報
　た持つで帥戸へ行つ’たらしいのだ6そして
　僕の所へ湿すこのご同じやうな風にして、S
　氏の意見た・聞いナこのだ。いyかネoSころが
　S氏が記者に何ご答へられ7こか。そりJ｛｛）僕
　li知らないサ。勿論、　S氏ば堂々ナころ天丈
　家で、しかも太陽學の專門家であり・又一
　面iこlt氣象忍者なのナこから、可なtS）纒つずこ
　こth・言（tれナこのかも知れない。しかし．“
　新聞紙で見るS、S氏も」pt1　e）大L7こ璽
　きりしれ事は言ばれなかつ7：らしいぢや無
　いか？　むしろ僕の想像で臥S氏もP（1
　り1此のアメ可力電報々まじ塗にば取らす＼
　却って嘲笑的に『今年Q夏が寒い亡いふ．ニ
　ミがあるものか？　其の逆に、むしろ暑い
　んだ1！！』tでも言ばれ雲のちや無いかミ思
　ふ。芝いふ其の意OPIt『此の夏に暑い1期
　Sいふこミ葎強く言にれナこので無くて、只
　要するにrアメ肋電報にうk7ご！n』Sい
　ふ意味た強く言にれ乖のだらうt、．僕に想
　像するがネ。だから、僕もS氏も、アメ、｝
　力電報な否定するこ亡に於いて全く一致し
　ナこ態度なの7ご。」
奪．uそうカ・ネー」
圭「けれご、そこに薪聞屋だ。人の了見潜多
　少勝手に畠田して、あんな風に書いて了つ
　プこの7ごよ一イヤ、それ’よりも、もつ定：重：
　大な問題がこSlこあるのだ………」
客「何？」
主「新聞肚でil［、京都書淋戸劃こ人か派遣し
　て手に入れ字こ材料た、愈々編輯する段にな
　つて、肝腎のアメリカ電報々全くおさへて
　了つすこのすご。そして軍に僕の意見S、S氏
　の意見オだけた大きな見出しで、並べすごS
　いふのだ。だから・よく見給へ、僕の意見S
　S氏の意見なるものば決して直接に交渉し
　てるないのだ。書ころが、輕卒に讃む人に匡
　一寸爾方からの説が正反封のやうに見える
　カ・も知れ，ない。そんな風に讃まぜるのカs所
　謂薪聞屋の上手sいふ所かも知れないがQ」
奪「それぢや、君ビS氏ミliうまく新聞雇ヒの
　欧テン［tかy」つナこのだナ？！」
主「マア、そうだネ。つまらない話サ！」
竈1「ナーンのこ定だ。二郎曰いふものit油噺
・が7Sら：ないナー！」
圭r’奄ﾉけしからん話だヨ。僕ミして見ぞし［i“
　VA口何すろこミも出來なv、「ぢゃ無レ、カ・？．杢
　く編輯者の責任サ。マア今までの所では事
　情が極め二（明瞭で、當事者に匡新聞屋めカ
　ラクリがよく分ってるるから好いのだが若
　し之れが吾々の實際生活上の問題であっれ
．なら、つまらないジ’ヤナリズムのすこめに、
　罪もない聖者の間に感情の疏隔が二二て、
　可なり重大な結果になつナこかも知れない」
碧「graVe　COnlieqUenceだナ1」
圭1「……・…・・」
＃「何sか、君、M肚へ言ってやつすごカイ？」
圭「いや何も言ってやらないがネ。しかし、
　泣きれ入UJ　［tしないよ。何時か近い中に編
　輯部の誰かに持ち込んでやるよ。」
客「堂za　7ころM新聞示丘もあきれナこものだナ」
主「全くだ。ごうも、あの日、記者がアタフ
　側面けつけて來すこ様子fP・あSから考へ
　て見ろS、あの日新聞記事の材料が無くて
　編輯部が二つ7このらしいε僕匡思ふがネ。」
客「なろほこ」　　　　　　　一（Y）一
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